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に示す。図 3 より、「嫌悪」は、正規化の値の平均が 1 を
超え散瞳傾向、「悲しみ」および「喜び」は、正規化の値
の平均が 1 を下回り縮瞳傾向にあることが分かる。また、
「嫌悪」は 8 名が散瞳、「喜び」は 7 名、「悲しみ」は 8
名が縮瞳している。これらにより、「嫌悪」の感情は、他
の２つの感情と区別ができる可能性が示唆された。しかし、
「喜び」と「悲しみ」の区別は、難しいと考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3：刺激中の瞳孔径の加算平均 
4 おわりに 
本研究では、音刺激によって変化する瞳孔径の時系列デ
ータを分析し、感情の区別の可能性を見出すことができた。
「喜び」と「悲しみ」では、瞳孔径の変化の傾向が似通っ
ていたが、従来の表情認識では、これらの区別が可能であ
る。そのため、従来の表情認識技術と瞳孔径の変化を組み
合わせることにより、認識率の向上が期待できる。 
 今回の実験の範囲では優位な傾向が見られたが、より確
かなものとするため、被験者を増やし、さらに正確なデー
タを得ることが今後の課題である。 
